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表紙のことば

自由にいつでも行きたい場所へ行けるクルマ

の魅力，それはやはり大きなものです。爽やかな

風に誘われてフラッとどこかへ出かけたくなる。

この季節は特に，マイカーの活躍どきですね。環

境への負荷をできる限り抑え，かつ使い勝手の良

いクルマ，夢のある次世代のクルマを目指し，エ

コカーの研究・開発は日々続いています。


